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１．調査の目的 

障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）・障がい児福祉計画（第２期）の策定基礎資料として、調査を実

施しました。 

２．調査対象 

板橋区在住の障がい者、障がい児の方を中心に、区民の方を無作為抽出 

3．調査期間 

令和２年２月28日（金）から令和２年３月31日（火） 

４．調査方法 

郵送による配布・回収 

５．回収状況 

調査区分 配布数（件） 有効回収数（件） 有効回答率 

一般区民 1,000 363 36.3％ 

障がい者 4,100 1,684 41.1％ 

（内訳）身体障がい 
    知的障がい 
    精神障がい 
    難病 

1,200 
900 

1,200 
800 

514 
381 
448 
341 

42.8％ 
42.3％ 
37.3％ 
42.6％ 

障がい児 800 328 41.0％ 

（内訳）身体障がい 
    知的障がい 
    精神障がい 

400 
300 
100 

134 
155 
39 

33.5％ 
51.7％ 
39.0％ 

手帳を所持しない幼児 ※ 
（児童発達支援事業者利用者） 100 38 38.0％ 

     （計） 6,000 2,413 40.2％ 

              「※」の調査については、調査票を事業者経由で利用者に配付した。 

６．調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（N）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点以下第２位

を四捨五入しているため、内訳の合計が100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率である回答比率になるため、回

答比率の合計が100.0％を超える場合があります。  
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１．障がい福祉への関心について 

（１） 障がい者の知人・友人の有無 

 

【一般区民】 

「家族・親族」の割合が25.1％、「友人・知人」の割合が20.4％となっています。 

一方で、「いない」の割合が45.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(363)  

家族・親族

知人・友人

職場の同僚

学校

近所の知り合い

その他

いない

　無回答

25.1

20.4

7.7

5.0

10.2

3.6

45.2

1.7

0 10 20 30 40 50 (%)



3 

 

（２） 障がい者との活動経験 

 

【一般区民】 

「今、一緒に活動している」と「頻繁にある」と「たびたびある」と「過去に何回か経験がある」を足し

た『経験がある』の割合は、知的障がい者が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

肢体不自由障がい者との活動経験

内部障がい者との活動経験

知的障がい者との活動経験

精神障がい者との活動経験

n = (363)

視覚障がい者との活動経験

聴覚・平衡機能障がい者との活動経験

音声・言語・そしゃく機能障がい者との活動
経験

発達障がい者との活動経験

高次脳機能障がい者との活動経験

2.2

1.7

6.1

5.2

3.6

3.0

3.6

1.1

0.8

1.1

1.9

2.8

2.5

1.7

2.2

0.8

2.8

1.9

2.2

3.9

2.2

4.4

4.4

2.2

12.4

13.2

18.2

10.2

21.2

12.1

15.7

6.3

63.1

63.1

54.5

55.4

54.8

58.7

53.2

66.1

5.8

5.8

4.1

8.8

4.4

6.3

7.7

8.8

12.9

13.2

12.9

13.8

11.3

13.8

13.2

14.6

(%)

0.6

1.4

1.1

11.6 68.6 3.9 12.9

今
、

一

緒
に
活

動
し

て
い
る

頻
繁
に

あ
る

た
び
た

び
あ
る

過
去
に

何
回
か

経
験

が
あ
る

経
験
は

な
い

わ
か
ら

な
い

　
無
回

答

『経験がある』として合計 
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２．あなたの障がいの状況について 

（１）障がいの種類 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者で「肢体不自由」の割合が最も高くなっています。知的障がい者では、

「知的障がい」のほかには、「発達障がい」の割合が高くなっています。精神障がい者では、「精神障がい」

のほかには、「発達障がい」の割合が高くなっています。難病患者では、「難病」のほかには、「内部障がい」

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（手足の欠損や麻痺等）

内部障がい（内臓等の障がい）

知的障がい

発達障がい

精神障がい

高次脳機能障がい

難病（特定疾病）

その他

　無回答

11.7

9.3

3.1

3.9

42.7

30.7

7.0

1.7

2.7

2.7

12.6

6.4

1.6

1.8

2.9

0.8

6.3

11.8

2.4

87.4

15.0

11.3

0.3

2.9

3.7

2.9

1.6

2.2

0.9

0.7

2.7

1.6

2.9

13.6

81.3

3.8

2.2

3.8

5.6

3.5

2.9

0.6

1.2

8.2

16.1

2.1

0.3

3.8

0.6

70.4

6.7

4.7

0 20 40 60 80 100

身体障がい

n=(515)  

知的障がい

n=(381)  

精神障がい

n=(448)  

難病 n=(341)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児で「肢体不自由」の割合が高く、次いで「知的障がい」の割合が高く

なっています。知的障がい児では、「知的障がい」のほかには、「発達障がい」の割合が高くなっています。

精神障がい児では、「発達障がい」の割合が高く、次いで「精神障がい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

肢体不自由（手足の欠損や麻痺等）

内部障がい（内臓等の障がい）

知的障がい

発達障がい

精神障がい

高次脳機能障がい

難病（特定疾病）

その他

　無回答

10.4

17.2

2.2

9.7

56.7

16.4

42.5

17.9

2.2

2.2

14.2

3.0

-

0.6

-

-

5.8

-

0.6

83.9

54.8

3.9

0.6

2.6

5.8

0.6

2.6

-

-

2.6

-

-

12.8

87.2

30.8

2.6

2.6

5.1

2.6

0 20 40 60 80 100

身体障がい n=(134)  

知的障がい n=(155)  

精神障がい n=(39)  

(%)
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（２）障害者手帳 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者では、「身体障害者手帳」のほかには、「愛の手帳（療育手帳）」の割合

も若干高くなっています。知的障がい者では、「愛の手帳（療育手帳）」のほかには、「身体障害者手帳」の割

合も少し高くなっています。精神障がい者では、「精神障がい者保健福祉手帳」のほかには、「身体障害者手

帳」の割合もわずかに高くなっています。難病患者では、「手帳は持っていない」の割合が高く、次いで「身

体障害者手帳」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者手帳

愛の手帳（療育手帳）

精神障害者保健福祉手帳

手帳は持っていない

　無回答

97.5

7.4

1.9

0.6

1.6

18.6

95.8

4.7

0.5

2.6

5.8

2.2

86.6

4.2

5.8

29.0

1.5

1.8

64.2

3.8

0 20 40 60 80 100 120

身体障がい

n=(515)  
知的障がい

n=(381)  
精神障がい

n=(448)  
難病 n=(341)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児では「身体障害者手帳」だけでなく、「愛の手帳（療育手帳）」の割合

も高くなっています。知的障がい児で「愛の手帳（療育手帳）」の割合が、精神障がい児で「精神障害者保健

福祉手帳」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身体障害者手帳を取得しなかった理由（難病）】 

難病の方で身体障害者手帳を取得しなかった理由は「身体障害者手帳の対象ではなかった」の割合が高く

なっていますが、次いで「身体障害者手帳の制度をしらなかった」割合が高くなっています。 

  

身体障害者手帳

愛の手帳（療育手帳）

精神障害者保健福祉手帳

手帳は持っていない

　無回答

98.5

32.1

-

-

-

-

96.8

1.9

1.3

1.9

2.6

7.7

97.4

-

2.6

0 20 40 60 80 100 120

身体障がい n=(134)  
知的障がい n=(155)  
精神障がい n=(39)  

(%)

難病 (240)
(%)ｎ

15.4 48.3
1.3 1.3

10.0 23.8

(%)

身
体
障

害
者
手

帳
の

制
度
を

知
ら
な

か
っ

た 身
体
障

害
者
手

帳
の

対
象
で

は
な
か
っ

た

身
体
障

害
者
は

必
要

な
い
の

で
申
請

し
な

か
っ

た

身
体
障
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者
手

帳
を

取
得
す

る
の
は

気
が

進
ま
な

い
の
で

申
請

し
な
か
っ

た

そ
の
他

　
無
回

答
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（４）発達障がいの診断名 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者では「受診していない」の割合が高くなっています。知的障がい者で

は「自閉症」の割合が高くなっています。精神障がい者で「ADHD」の割合が高くなっています。難病患者

では「受診していない」の割合が高くなっています。 

  

自閉症

アスペルガー症候群

その他の広汎性発達障がい

学習障がい（LD）

注意欠陥・多動性障がい（ADHD）

その他

特定の診断名はついていない

受診していない

　無回答

0.4

0.2

0.2

0.4

0.2

4.3

2.1

9.9

82.7

15.2

0.8

4.7

4.2

3.4

14.7

9.2

4.2

50.7

4.2

3.6

6.0

1.6

7.1

48.4

3.3

2.9

31.9

0.6

-

0.3

-

0.3

6.2

4.4

17.0

72.1

0 20 40 60 80 100

身体障がい n=(515)  

知的障がい n=(381)  

精神障がい n=(448)  

難病 n=(341)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児は「受診していない」の割合が高くなっています。知的障がい児の「知

的障がいを伴う自閉症」の割合が高くなっています。また精神障がい児の「ADHD」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

自閉症の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(38)  

自閉症

アスペルガー症候群

その他広汎性発達障がい

学習障がい（LD）

注意欠陥・多動性障がい（ADHD）

その他

特定の診断名はついていない

受診していない

　無回答

39.5

2.6

10.5

-

5.3

21.1

34.2

10.5

2.6

0 10 20 30 40 50 (%)

広汎性発達障がい（知的障がいを伴う自閉症）

広汎性発達障がい（高機能広汎性発達障がい）

広汎性発達障がい（アスペルガー症候群）

学習障がい（LD）

注意欠陥・多動性障がい（ADHD）

その他

特定の診断名はついていない

受診していない

　無回答

3.0

0.7

-

0.7

1.5

11.2

16.4

17.9

52.2

41.9

1.3

2.6

6.5

11.6

14.8

16.1

4.5

13.5

12.8

23.1

17.9

12.8

51.3

23.1

5.1

-

5.1

0 10 20 30 40 50 60

身体障がい

n=(134)  
知的障がい

n=(155)  
精神障がい

n=(39)  

(%)
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３．介助・支援の状況について  

（1）介助・支援の必要性 

 

【障がい者】 

「常に介助が必要」と「時々介助が必要」を足した『介助が必要』の割合は、「知的障がい者」が最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

「常に介助が必要」と「時々介助が必要」を足した『介助が必要』の割合は、障がい種別でみると、「身体

障がい児」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

24.1

8.3

6.7

33.9

34.6

14.7

36.2

51.8

74.8

5.8

5.4

3.8

(%)ｎ

15.0 23.5 56.1 5.4

(%)

常
に
介

助
が
必

要

時
々
介

助
が
必

要

介
助
は

必
要
な

い

　
無
回

答

『介助が必要』として合計 

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

23.9

10.3

45.2

66.7

28.4

23.1

2.6

-

(%)ｎ

47.0 32.8 19.4

0.7

(%)

常
に
介

助
が
必

要

時
々
介

助
が
必

要

介
助
は

必
要
な

い

　
無
回

答

『介助が必要』として合計 
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４．保護者の方について 

（１）発達・行動について気になり始めた時期 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい、知的障がいで「6か月健診」の割合が高くなっています。精神障がい、

難病患者で「18歳以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児は「6か月健診」の割合が高くなっています。知的障がい児は「1歳

半健診」の割合が高くなっています。精神障がい児は「3歳～就学前」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６か月健診 １歳半健診 ３歳未満
３歳～就学
前

小学生
（１～３年）

小学生
（４～６年）

中学生
15(中学卒業
後) ～18歳

　無回答

身体障がい 52.2 9.0 14.2 4.5 0.7 - - - 19.4

知的障がい 18.7 27.1 24.5 16.8 6.5 1.3 1.3 - 3.9

精神障がい 10.3 23.1 15.4 43.6 5.1 2.6 - - -

６か月健診 １歳半健診 ３歳未満
３歳～就学
前

小学生
（１～３年）

小学生
（４～６年）

中学生
15(中学卒業
後) ～18歳

18歳以上 　無回答

身体障がい 22.9 6.5 4.6 2.6 1.3 - - 0.7 5.2 56.2

知的障がい 30.0 16.5 17.1 10.0 8.8 1.8 1.2 1.2 2.4 11.2

精神障がい 2.1 5.7 3.5 4.3 5.0 2.1 3.5 7.8 10.6 55.3

難病 1.5 3.1 1.5 - 1.5 - 4.6 - 10.8 76.9
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【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「１歳半健診」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(38)
(%)ｎ

15.8 57.9 21.1

2.6

----

2.6

(%)

６

か

月

健

診

１

歳

半

健

診

３

歳

未

満

３

歳
～

就

学
前

小

学

生
（

１
～

３

年
）

小

学

生
（

４
～

６

年
）

中

学

生

1

5

(

中

学
卒

業

後

)

～

1

8

歳

1

8

歳

以

上

　

無

回

答
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（２）家族、知人以外の初めての相談先 

 

【障がい者】 

どの障がいでも、「医療機関」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場の上司・同僚

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

( 東京都) 発達障害者支援センター

地域活動支援センター

障がい者団体・患者団体

その他

　無回答

35.3

23.5

3.9

-

-

-

3.9

2.0

12.4

-

0.7

2.0

-

2.0

-

2.0

3.3

48.4

32.9

35.9

19.4

1.8

0.6

12.9

7.6

9.4

24.1

1.2

2.4

2.4

-

5.9

-

4.1

5.3

6.5

17.0

17.0

8.5

5.0

-

3.5

2.8

-

6.4

1.4

1.4

0.7

0.7

1.4

-

0.7

3.5

54.6

13.8

6.2

3.1

-

1.5

1.5

-

1.5

3.1

-

-

1.5

-

-

-

-

-

75.4

0 20 40 60 80

身体障がい

n=(153)  

知的障がい

n=(170)  

精神障がい

n=(141)  

難病 n=(65)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、どの障がい児も「医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームドクター）」の割合

が高くなっています。知的障がい児、精神障がい児では「保健所・健康福祉センター」の割合も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場( 作業所など含む)

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

( 東京都) 発達障害者支援センター

子ども発達支援センター

親の会・障がい者団体など

その他

　無回答

64.9

41.0

9.0

0.7

-

0.7

4.5

1.5

19.4

1.5

0.7

0.7

-

-

4.5

3.0

4.5

4.5

32.3

26.5

21.3

6.5

-

5.8

3.2

4.5

35.5

0.6

1.3

1.9

-

2.6

11.0

4.5

5.2

2.6

28.2

15.4

25.6

7.7

-

10.3

7.7

12.8

30.8

2.6

5.1

-

-

-

25.6

2.6

7.7

-

0 10 20 30 40 50 60 70

身体障がい

n=(134)  

知的障がい

n=(155)  

精神障がい

n=(39)  

(%)
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【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「保健所・健康福祉センター」、「医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームドクター）」、「子ども発達

支援センター」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(38)  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場( 作業所など含む)

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

子ども発達支援センター

児童発達支援センター

( 東京都) 発達障害者支援センター

親の会など

その他

36.8

10.5

18.4

-

-

-

7.9

-

55.3

7.9

-

-

-

34.2

2.6

-

2.6

2.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（３）保護者の現在の相談先 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、どの障がい者も「医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームドクター）」の割合

が高くなっています。知的障がい者は「区役所・福祉事務所」や「医療機関（専門病院）」の割合も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場の上司・同僚

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

( 東京都) 発達障害者支援センター

地域活動支援センター

障がい者団体・患者団体

その他

　無回答

34.0

17.6

0.7

-

1.3

-

13.1

0.7

2.0

-

3.3

4.6

-

-

3.9

1.3

7.8

48.4

46.5

27.6

1.8

-

10.0

1.2

31.2

1.8

5.3

-

6.5

5.3

-

-

2.9

6.5

20.6

7.6

26.2

11.3

1.4

0.7

3.5

-

5.0

-

2.1

-

1.4

2.1

0.7

0.7

0.7

2.8

11.3

55.3

18.5

4.6

-

-

-

-

-

-

1.5

-

-

-

-

-

-

-

4.6

76.9

0 20 40 60 80 100

身体障がい

n=(153)  

知的障がい

n=(170)  

精神障がい

n=(141)  

難病 n=(65)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児と精神障がい児は「医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド

クター）」、「医療機関（専門病院）」、「保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生」の順で割合が高くなっ

ています。また、知的障がい児は「保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生」、「医療機関（かかりつけ

の先生、主治医、ホームドクター）」、「医療機関（専門病院）」の順で割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場（作業所などを含む）

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

( 東京都) 発達障害者支援センター

子ども発達支援センター

親の会・障がい者団体など

その他

　無回答

78.4

45.5

31.3

-

0.7

-

11.9

-

1.5

-

-

1.5

-

0.7

3.7

6.7

13.4

1.5

39.4

38.1

50.3

1.3

-

1.9

11.0

3.9

4.5

3.2

2.6

3.9

-

3.2

7.1

7.7

23.2

2.6

53.8

46.2

41.0

20.5

5.1

12.8

5.1

5.1

-

12.8

-

-

-

2.6

5.1

5.1

20.5

2.6

0 20 40 60 80 100

身体障がい

n=(134)  

知的障がい

n=(155)  

精神障がい n=(39)  

(%)
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【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生」、「児童発達支援センター」、「医療機関（専門病院）」の順

で割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(38)  

医療機関（かかりつけの先生、主治医、ホームド
クター）

医療機関（専門病院）

保育園・幼稚園・認定こども園・学校の先生

スクールカウンセラー

職場（作業所などを含む）

教育相談室・教育支援センター

区役所・福祉事務所

児童相談所

保健所・健康福祉センター

子ども家庭支援センター

障がい者相談機関

障がい者相談員

民生委員・児童委員

子ども発達支援センター

児童発達支援センター

( 東京都) 発達障害者支援センター

親の会など

その他

　無回答

26.3

42.1

44.7

-

-

2.6

2.6

-

2.6

-

-

-

-

23.7

44.7

2.6

7.9

15.8

5.3

0 10 20 30 40 50 (%)
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５．福祉サービスについて 

（1）障がい者サービスの利用状況 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、知的障がいで「利用している」の割合が高くなっていますが、その他の種別では 

「利用していない」割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

どの障がい児でも「利用している」割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

65.8

51.3

31.6

48.7

2.6

-

(%)ｎ

59.0 40.3
0.7

(%)

利
用
し

て
い
る

利
用
し

て
い
な

い

　
無
回

答

利
用
し

て
い
る

利
用
し

て
い
な

い

　
無
回

答

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

50.9

38.4

17.0

42.3

55.4

76.2

6.8

6.3

6.7

(%)ｎ

40.0 54.2 5.8

(%)

利
用
し

て
い
る

利
用
し

て
い
な

い

　
無
回

答
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（２）障がい者サービスが必要になる状況 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者、精神障がい者、難病患者で「自身の身体状態が変化したら」の割合

が高くなっています。また、知的障がい者で「身近に介助してくれる人がいなくなったら」の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

どの障がい児でも「自身の身体状態が変化したら」の割合が高くなっています。 

また、身体障がい児では、「身近に介助してくれる人がいなくなったら」の割合も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自身の身体状態が変化したら

身近に介助してくれる人がいなくなったら

使いたいサービスの空きが出たら

使いたい事業所や施設がみつかったら

その他

　無回答

48.1

44.4

5.6

27.8

11.1

-

42.9

30.6

14.3

28.6

6.1

12.2

42.1

10.5

5.3

21.1

31.6

-

0 10 20 30 40 50 60

身体障がい

n=(54)  

知的障がい

n=(49)  

精神障がい

n=(19)  

(%)

自身の身体状態が変化したら

身近に介助してくれる人がいなくなったら

使いたいサービスの空きが出たら

使いたい事業所や施設がみつかったら

その他

　無回答

72.8

26.9

2.2

11.5

8.6

4.3

46.6

47.8

8.7

19.9

13.7

7.5

58.5

27.0

5.2

16.5

14.9

7.7

80.4

21.9

2.7

7.7

6.9

3.1

0 20 40 60 80 100

身体障がい n=(279)  

知的障がい n=(161)  

精神障がい n=(248)  

難病 n=(260)  

(%)
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（３）今後も引き続き利用したい、新たに利用したいサービス 

 

【障がい者】 

どの障がい者でも、「相談支援」の割合が高く、知的障がい者では「短期入所（ショートステイ）」、難病患

者では「居宅介護」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

生活介護

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）

就労定着支援

療養介護

短期入所（ショートステイ）

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

相談支援

自立生活援助

地域移行支援

地域定着支援

この中に、利用したいサービスはない

　無回答

15.7

5.6

9.7

5.8

4.5

11.5

8.9

4.3

5.8

5.0

4.5

12.0

4.3

7.4

16.9

6.2

3.9

4.5

35.1

18.3

17.8

3.7

11.3

15.0

4.2

18.4

7.1

6.3

23.4

8.7

2.4

33.9

22.8

16.5

30.4

12.3

4.2

9.4

13.1

11.3

14.3

2.2

6.3

8.7

2.5

11.2

11.2

15.0

14.3

15.4

2.2

6.3

5.1

5.1

26.8

14.7

4.0

8.0

25.2

10.7

16.4

2.9

6.7

3.2

2.9

6.5

6.7

5.9

5.3

5.0

5.6

6.2

5.3

5.0

15.2

7.0

4.4

5.9

43.4

18.5

0 10 20 30 40 50

身体障がい n=(515)  

知的障がい n=(381)  

精神障がい n=(448)  

難病 n=(341)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、どの障がい児も「放課後デイサービス」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居宅介護（ホームヘルプ）

同行援護

行動援護

短期入所（ショートステイ）

相談支援

児童発達支援

放課後デイサービス

保育所等訪問支援

医療型児童発達支援

福祉型障害児入所支援

医療型障害児入所支援

この中に、利用したいサービスはない

　無回答

23.9

7.5

16.4

33.6

32.8

14.2

47.8

3.0

14.2

7.5

9.0

20.1

5.2

7.7

11.6

31.0

29.0

32.9

28.4

71.6

8.4

11.6

9.7

5.8

10.3

2.6

5.1

5.1

20.5

23.1

41.0

23.1

51.3

5.1

10.3

7.7

7.7

20.5

-

0 20 40 60 80

身体障がい

n=(134)  

知的障がい

n=(155)  

精神障がい

n=(39)  

(%)
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６．日中の過ごし方について 

（1）平日の日中の過ごし方 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者と、難病患者は「働いている」の割合が高くなっています。知的障が

い者は「福祉施設、作業所などに通っている」の割合が高くなっています。身体障がい者、精神障がい者、

難病患者は「自宅にいることが多い」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

どの障がい児でも「幼稚園や保育園、学校などに通っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

87.7

87.2

1.3

-

1.9

-

0.6

-

-

-

3.2

12.8

1.9

-

3.2

-

(%)ｎ

82.1 5.2

0.7

- 1.5

9.0 0.7
0.7

(%)

幼
稚
園

や
保
育

園
、

学
校
な

ど
に
通
っ

て

い
る

福
祉
施

設
、

作

業
所

な
ど
に

通
っ

て

い
る

病
院
な

ど
の
デ

イ
ケ

ア
、

リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

に
通
っ

て
い

る 働
い
て

い
る

入
所
し

て
い
る

施
設

や
病
院

な
ど
で

過
ご

し
て
い

る

自
宅
に

い
る
こ

と
が

多
い

そ
の
他

　
無
回

答

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

43.3

8.9

1.5

2.9

10.7

3.8

22.8

18.3

37.2

2.4

4.5

2.9

18.4

47.8

40.8

4.2

6.7

7.6

6.0

3.1

6.2

(%)ｎ

8.7 4.1 30.7

2.9

39.8 8.2 5.6

(%)

福
祉
施

設
、

作

業
所

な
ど
に

通
っ

て

い
る

病
院
な

ど
の
デ

イ
ケ

ア
、

リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

に
通
っ

て
い

る 働
い
て

い
る

入
所
し

て
い
る

施
設

や
病
院

な
ど
で

過
ご

し
て
い

る

自
宅
に

い
る
こ

と
が

多
い

そ
の
他

　
無
回

答
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【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「幼稚園や保育園、学校などに通っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (38)
(%)ｎ

57.9 28.9

2.6

-- 7.9

2.6

(%)

幼
稚
園

や
保
育

園
、

学
校
な

ど
に
通
っ

て

い
る

福
祉
施

設
、

作

業
所

な
ど
に

通
っ

て

い
る

病
院
な

ど
の
デ

イ
ケ

ア
、

リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

に
通
っ

て
い

る 働
い
て

い
る

入
所
し

て
い
る

施
設

や
病
院

な
ど
で

過
ご

し
て
い

る

自
宅
に

い
る
こ

と
が

多
い

そ
の
他
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７．就労の状況について 

（１）収入を伴う仕事の有無 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、知的障がい者は「収入を伴う仕事をしている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児の保護者】 

身体障がい児の保護者は「介護・看護のため、働けない」の割合が高くなっています。知的障がいと 

精神障がい児の保護者は「ある程度希望に沿った就労をしている」割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

41.3

41.0

21.9

25.6

20.0

15.4

11.6

15.4

5.2

2.6

(%)ｎ

37.3 16.4 39.6 5.2 1.5

(%)

あ
る
程

度
希
望

に

沿
っ

た

就
労
を

し
て

い
る

介
護
・

看
護
の

た

め
、

非

常
勤
で

時
間

を
調
整

し
な
が

ら
働

い
て
い

る

介
護
・

看
護
の

た

め
、

働

け
な
い

働
く
必

要
は
な

い

　
無
回

答

あ
る
程

度
希
望

に

沿
っ

た

就
労
を

し
て

い
る

介
護
・

看
護
の

た

め
、

非

常
勤
で

時
間

を
調
整

し
な
が

ら
働

い
て
い

る

介
護
・

看
護
の

た

め
、

働

け
な
い

働
く
必

要
は
な

い

　
無
回

答

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

47.8

26.3

45.5

45.1

67.6

46.9

7.1

6.0

7.6

(%)ｎ

37.5 55.5 7.0

(%)

収
入
を

伴
う
仕

事
を

し
て
い

る

収
入
を

伴
う
仕

事
は

し
て
い

な
い

　
無
回

答
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（２）仕事をする上での困りごと 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、身体障がい者、難病患者で「特に困っていることはない」の割合が高くなっていま

す。また、知的障がい者、精神障がい者で「給与・工賃などの収入が少ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

給与・工賃などの収入が少ない

勤務時間、日数が多く体力的に不安

通勤が大変

業務内容が合わない

職場の人間関係

職場の設備が障がいに対応していない

障がいに対する職場の理解不足

職場外で相談相手がいない

その他

特に困っていることはない

　無回答

22.8

14.0

19.7

3.6

13.5

5.7

17.1

3.1

4.7

40.4

2.1

43.4

4.9

8.2

2.7

20.9

3.3

9.3

9.9

4.4

33.0

6.0

51.7

19.5

20.3

10.2

35.6

5.9

21.2

17.8

16.9

15.3

5.9

26.5

18.7

10.3

3.2

11.6

2.6

8.4

1.3

6.5

49.0

0.6

0 10 20 30 40 50 60

身体障がい

n=(193)  

知的障がい

n=(182)  

精神障がい

n=(118)  

難病 n=(155)  

(%)
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８．外出や余暇の過ごし方について 

（１）外出時の支援の有無 

 

【障がい者】 

どの障がい者でも、「ひとりで外出できる」の割合が高くなっています。また、知的障がい者で「いつも

支援が必要」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

障がい種別でみると、身体障がい児、知的障がい児で「いつも支援が必要」の割合が高くなっています。

また、精神障がい児で「ひとりで外出できる」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

15.5

35.9

60.0

23.1

20.6

30.8

0.6

5.1

1.3

2.6

1.9

2.6

(%)ｎ

19.4 61.9 13.4 3.0

1.5

0.7

(%)

ひ
と
り

で
外
出

で
き

る い
つ
も

支
援
が

必
要

慣
れ
た

場
所
は

ひ
と

り
で
行

け
る
が
、

そ

れ
以
外

は
支
援

が
必

要 い
つ
も

は
ひ
と

り
で

行
け
る

が
、

調

子
が

悪
い
場

合
は
支

援
が

必
要

そ
の
他

　
無
回

答

ひ
と
り

で
外
出

で
き

る い
つ
も

支
援
が

必
要

慣
れ
た

場
所
は

ひ
と

り
で
行

け
る
が
、

そ

れ
以
外

は
支
援

が
必

要 い
つ
も

は
ひ
と

り
で

行
け
る

が
、

調

子
が

悪
い
場

合
は
支

援
が

必
要

そ
の
他

　
無
回

答

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

37.0

56.5

73.3

31.0

7.6

9.7

22.8

13.4

4.1

2.9

14.5

6.7

1.6

2.0

2.1

4.7

6.0

4.1

(%)
ｎ

56.7 18.6 10.7 6.8

1.7

5.4

(%)

ひ
と
り

で
外
出

で
き

る い
つ
も

支
援
が

必
要

慣
れ
た

場
所
は

ひ
と

り
で
行

け
る
が
、

そ

れ
以
外

は
支
援

が
必

要 い
つ
も

は
ひ
と

り
で

行
け
る

が
、

調

子
が

悪
い
場

合
は
支

援
が

必
要

そ
の
他

　
無
回

答
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９．差別、権利擁護などについて 

（１）差別や嫌な思いの経験 

 

【障がい者】 

「よくある」と「少しある」を足した『ある』の割合は、障がい種別でみると、知的障がい者が最も高く

なっています。一方で、難病患者では、「ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい児】 

どの障がい児でも、「よくある」と「少しある」を足した『ある』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

20.2

19.0

4.4

49.6

44.0

24.0

23.4

30.6

58.4

6.8

6.5

13.2

(%)
ｎ

8.5 40.0 43.9 7.6

(%)

よ
く
あ

る

少
し
あ

る

な
い

　
無
回

答

『ある』として合計 

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

27.1

35.9

52.3

46.2

16.8

17.9

3.9

-

(%)
ｎ

22.4 62.7 13.4 1.5

(%)

よ
く
あ

る

少
し
あ

る

な
い

　
無
回

答

よ
く
あ

る

少
し
あ

る

な
い

　
無
回

答

『ある』として合計 
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（２）区民の障がい者への理解度 

 

【一般区民】 

「少し足りてないと思う」と「全然足りてないと思う」を足した『足りていない』の割合が高くなってい

ます。一方で、「わからない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者】 

身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者で「少し足りてないと思う」と「全然足りてないと思う」を

足した『足りてない』の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(363)

ｎ
(%)(%)

5.2 28.7 25.6 38.3 2.2

足
り
て

い
る
と

思
う

少
し
足

り
て
い

な
い

と
思
う

全
然
足

り
て
い

な
い

と
思
う

わ
か
ら

な
い

　
無
回

答

『足りていない』として合計 

身体障がい (515)

知的障がい (381)

精神障がい (448)

難病 (341)

12.1

8.3

8.2

29.4

25.4

20.5

18.6

18.8

12.9

31.5

39.7

48.4

8.4

7.8

10.0

(%)
ｎ

10.1 27.4 13.0 40.2 9.3

(%)

足
り
て

い
る
と

思
う

少
し
足

り
て
い

な
い

と
思
う

全
然
足

り
て
い

な
い

と
思
う

わ
か
ら

な
い

　
無
回

答

『足りていない』として合計 
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【障がい児】 

どの障がい者でも、「少し足りてないと思う」と「全然足りてないと思う」を足した『足りてない』の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「少し足りてないと思う」と「全然足りてないと思う」を足した『足りていない』の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (38)
(%)ｎ

7.9 28.9 26.3 36.8

(%)

足
り
て

い
る
と

思
う

少
し
足

り
て
い

な
い

と
思
う

全
然
足

り
て
い

な
い

と
思
う

わ
か
ら

な
い

身体障がい (134)

知的障がい (155)

精神障がい (39)

4.5

2.6

27.1

28.2

36.8

35.9

27.7

33.3

3.9

-

(%)
ｎ

3.7 28.4 32.8 32.8 2.2

(%)

足
り
て

い
る
と

思
う

少
し
足

り
て
い

な
い

と
思
う

全
然
足

り
て
い

な
い

と
思
う

わ
か
ら

な
い

　
無
回

答

足
り
て

い
る
と

思
う

少
し
足

り
て
い

な
い

と
思
う

全
然
足

り
て
い

な
い

と
思
う

わ
か
ら

な
い

　
無
回

答

『足りていない』として合計 

『足りていない』として合計 
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10．取り組みなどについて 

（１）障がい者施策を進めるために充実させるべき取組 

 

【一般区民】 

「障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を図ること」の割合が最も高く、次いで「障がいのある子

どもたちの可能性を伸ばす教育を進めること」、「早期発見を支援し、早い段階での適切な対応に努めること」

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(363)  

早期発見を支援し、早い段階での適切な対応
に努めること

障がいに対する理解を深めてもらうための交流
を推進すること

障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育
を進めること

障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サー
ビスを充実させること

利用できる施設を増やすこと

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづく
り」を推進すること

ボランティア活動を充実させること

障がい者サービスや福祉に関する情報提供を
充実させること

相談体制を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように支援す
ること

その他

特にない

　無回答

40.8

30.3

55.6

60.1

27.8

36.9

39.1

16.8

35.5

38.0

14.6

3.0

3.0

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)



32 

 

【障がい者】 

障がい種別でみると、どの障がいでも「障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を図ること」の割合

が高くなっています。また、知的障がい者で「利用できる施設を増やすこと」の割合が、精神障がい者で「相

談体制を充実させること」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

早期発見を支援し、早い段階での適切な対応
に努めること

障がいに対する理解を深めてもらうための交流
を推進すること

障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育
を進めること

障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サー
ビスを充実させること

利用できる施設を増やすこと

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづく
り」を推進すること

ボランティア活動を充実させること

障がい者サービスや福祉に関する情報提供を
充実させること

相談体制を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように支援す
ること

その他

特にない

　無回答

33.8

26.2

36.1

39.8

26.2

31.3

40.0

10.1

37.7

31.5

11.8

5.4

5.8

8.9

32.0

36.7

38.6

48.0

29.1

48.8

42.8

18.1

41.7

40.7

29.1

7.3

7.1

8.1

41.3

29.9

38.2

51.6

25.4

30.6

37.7

14.3

38.4

45.1

19.0

8.5

7.4

6.9

39.9

22.3

32.8

44.0

25.5

27.6

35.5

12.9

32.0

34.6

10.6

4.4

6.2

11.1

0 10 20 30 40 50 60

身体障がい n=(515)  

知的障がい n=(381)  

精神障がい n=(448)  

難病 n=(341)  

(%)
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【障がい児】 

障がい種別でみると、どの障がい児でも「障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育を進めること」

の割合が高くなっています。知的障がい児では「障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を図ること」

の割合も高くなっています。精神障がい児では「早期発見を支援し、早い段階での適切な対応に努めること」

の割合も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

早期発見を支援し、早い段階での適切な対応
に努めること

障がいに対する理解を深めてもらうための交流
を推進すること

障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育
を進めること

障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サー
ビスを充実させること

利用できる施設を増やすこと

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづく
り」を推進すること

ボランティア活動を充実させること

障がい者サービスや福祉に関する情報提供を
充実させること

相談体制を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように支援す
ること

その他

特にない

　無回答

56.7

33.6

72.4

66.4

39.6

55.2

29.1

18.7

53.0

39.6

21.6

14.9

2.2

-

52.9

29.7

77.4

76.8

25.8

54.8

28.4

10.3

45.2

44.5

34.8

15.5

0.6

3.2

69.2

33.3

82.1

64.1

25.6

43.6

20.5

12.8

48.7

48.7

15.4

12.8

-

-

0 20 40 60 80 100

身体障がい

n=(134)  

知的障がい

n=(155)  

精神障がい

n=(39)  

(%)
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【手帳を所持しない幼児（児童発達支援事業者利用者）】 

「障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育を進めること」、「利用できる施設を増やすこと」、「早期

発見を支援し、早い段階での適切な対応に努めること」の順に割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(38)  

早期発見を支援し、早い段階での適切な対応
に努めること

障がいに対する理解を深めてもらうための交流
を推進すること

障がいのある子どもたちの可能性を伸ばす教育
を進めること

障がいのある人の働く場の確保や就労の定着を
図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サー
ビスを充実させること

利用できる施設を増やすこと

障がい者や高齢者にやさしい「福祉のまちづく
り」を推進すること

ボランティア活動を充実させること

障がい者サービスや福祉に関する情報提供を
充実させること

相談体制を充実させること

成年後見制度が利用しやすくなるように支援す
ること

その他

特にない

　無回答
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